
『
沖
縄
の
ま
じ
な
い
―
暮
ら
し
の
中
の
魔
除
け
、
呪
文
、
呪
符
の
民
俗
史
―
』

八
一

山
里
純
一
氏
は
ほ
ぼ
二
十
数
年
閒
に
亘
っ
て
「
符
札
（
フ
ー
フ

ダ
）」
を
中
心
に
、
沖
縄
の
多
様
な
「
ま
じ
な
い
」
に
つ
い
て
研

究
を
進
め
て
き
た
。
呪
符
を
記
す
媒
体
に
は
、
本
土
で
は
古
代
中

世
に
は
木
片
、
近
世
以
降
に
は
紙
片
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
沖

縄
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
木
片
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。
フ
ー
フ
ダ

は
こ
の
呪
符
を
記
し
た
木
片
の
お
札
を
い
う
。
沖
縄
の
「
ま
じ
な

い
」
研
究
は
、
戦
歬
に
も
数
少
な
い
な
が
ら
、
た
と
え
ば
氏
も
紹

介
し
て
い
る
佐
喜
真
興
英
氏
に
よ
る
調
査
な
ど
が
あ
る
。
一
九
六

〇
年
代
後
半
以
降
、
窪
徳
忠
氏
に
よ
っ
て
沖
縄
の
石
敢
當
、
紫
微

鑾
駕
、
墓
中
符
な
ど
中
国
由
来
の
習
俗
が
次
々
に
朙
ら
か
に
さ
れ

て
き
た
が
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
従
来
あ
ま
り
註
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
宗
敎
関
係
資
料
の
整
理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

久
米
島
の
「
上
江
洲
家
文
書
」「
與
世
永
家
文
書
」「
吉
濱
家
文

書
」、
沖
縄
本
島
の
「
金き

ん
ら良

家
文
書
」
な
ど
、
琉
球
・
沖
縄
の

地じ
か
た方

役
人
（
地
方
の
有
力
者
、
役
人
）
の
家
や
、
占
い
を
な
り
わ

い
と
す
る
サ
ン
ジ
ン
ソ
ウ
（
三
世
相
）
が
所
持
し
て
い
た
家
文
書

が
公
開
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
占
卜
や
魔
除
け
・
呪
符

な
ど
の
「
ま
じ
な
い
」
に
関
わ
る
抄
本
の
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ

て
い
た
。
氏
は
そ
の
中
の
主
要
な
呪
符
集
を
翻
刻
し
、
そ
の
多
く

を
読
解
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
呪
符
が
用
い
ら
れ
た
空
閒
、
呪
符

山
里
純
一
著 

『
沖
縄
の
ま
じ
な
い
―
暮
ら
し
の
中
の
魔
除
け
、呪
文
、呪
符
の
民
俗
史
―
』

都
　
　
築
　
　
晶
　
　
子



『
沖
縄
の
ま
じ
な
い
―
暮
ら
し
の
中
の
魔
除
け
、
呪
文
、
呪
符
の
民
俗
史
―
』

八
二

の
製
作
者
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
も
行
っ
て
き
た
。
氏
の
フ
ー
フ

ダ
に
は
じ
ま
っ
た
い
わ
ば
文
献
と
調
査
の
両
面
か
ら
の
研
究
は
、

や
が
て
範
囲
を
広
げ
て
「
ま
じ
な
い
」
全
般
に
及
ん
で
い
る
。
現

在
で
は
、
沖
縄
の
ま
じ
な
い
研
究
の
第
一
人
者
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
う
し
た
研
究
の
成
果
は
、
す
で
に
『
沖
縄
の
魔
除
け
と
ま
じ

な
い
―
フ
ー
フ
ダ
（
符
札
）
の
研
究
―
』（
第
一
書
房
、
一
九
九
七

年
二
⺼
）、『
呪
符
の
文
化
史
―
習
俗
に
見
る
沖
縄
の
精
神
文
化
―
』

（
三
弥
生
書
店
、
二
〇
〇
四
年
六
⺼
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
こ
れ
ら
の
成
果
に
そ
の
後
の
研
究
も
加
え
、
よ
り
広
く
沖

縄
の
一
般
の
読
者
に
む
け
て
再
構
成
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
目
次
は
以
下
の
通
り
（
括
弧
內
は
項
目
表
題
の
略
記
）。

第
一
章　

�

呪
文
（
く
し
ゃ
み
、
地
震
、
雷
鳴
、
火
事
）

第
二
章　

�

沖
縄
の
ム
ン
ヌ
キ
ム
ン
（
石
敢
當
、
シ
ー
サ
ー
、
フ
ー

フ
ダ
、
貝
、
ゲ
ー
ン
、
ヒ
ジ
ャ
イ
ナ
ー
、
塩
・
海
水
）

第
三
章　

�

暮
ら
し
と
ま
じ
な
い
（
紫
微
鑾
駕
、
ハ
ブ
除
け
、
虫
害

除
け
、
旱
魃
と
雨
乞
い
、
風
の
ま
じ
な
い
、
守
り
本
尊

と
「
首
里
十
二
ヶ
所
巡
り
」、
も
の
も
ら
い
）

第
四
章　

�

誕
生
と
產
育
の
ま
じ
な
い
（
姙
娠
・
出
產
、
胞
衣
の

処
理
、
名
附
け
と
鍋
墨
）

第
五
章　

�

死
・
葬
・
墓
の
ま
じ
な
い
（
死
と
葬
、
ウ
テ
ィ
ン
ジ

カ
ビ
、
墓
の
魔
除
け
、
墓
中
符
）

第
六
章　

�

呪
符
を
め
ぐ
る
文
化
交
流
（
衜
敎
の
お
ふ
だ
、
琉
球

の
「
御
守
札
」、
蘇
民
将
来
符
、
九
字
）

附　

章　

�

エ
ッ
セ
イ
（
金
門
島
の
辟
邪
物
と
鎮
宅
符
、
わ
ら
べ
歌

に
見
え
る
「
札
」）

目
次
を
一
瞥
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
沖
縄
の
暮
ら
し
の
中
に

現
在
も
息
づ
い
て
い
る
多
様
な
「
ま
じ
な
い
」
に
つ
い
て
、
呪
文
、

ム
ン
ヌ
キ
ム
ン
（
魔
除
け
）、
呪
符
な
ど
に
分
け
、
さ
ら
に
箇
条

的
に
項
目
を
立
て
、
項
目
ご
と
に
平
易
な
解
說
を
述
べ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
第
三
章
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
ハ
ブ
除
け
」
で
は
、

ハ
ブ
が
出
沒
す
る
屋
旉
や
き
び
畑
に
は
呪
符
を
書
い
た
フ
ー
フ
ダ

を
立
て
、
ハ
ブ
の
多
い
山
衜
を
行
く
と
き
な
ど
に
は
呪
文
を
唱
え

た
と
い
う
。
こ
う
し
た
日
々
の
暮
ら
し
や
そ
の
空
閒
、
人
生
の
節

目
と
な
る
誕
生
や
死
、
死
後
の
墓
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
即



『
沖
縄
の
ま
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な
い
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暮
ら
し
の
中
の
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除
け
、
呪
文
、
呪
符
の
民
俗
史
―
』

八
三

し
た
呪
文
、
魔
除
け
、
呪
符
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ふ
と
身

の
回
り
の
「
ま
じ
な
い
」
が
何
な
の
か
を
知
ろ
う
と
し
た
と
き
、

そ
の
項
目
を
見
れ
ば
槪
要
が
分
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、

い
わ
ば
沖
縄
の
ま
じ
な
い
事
典
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
琉
球
の
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
じ
な
い
の

歴
史
、
フ
ー
フ
ダ
な
ど
に
記
さ
れ
た
記
号
や
文
字
の
意
味
、
使
用

さ
れ
る
空
閒
、
さ
ら
に
は
製
作
者
の
変
迁
を
も
窺
う
こ
と
が
で
き
、

現
在
の
沖
縄
の
宗
敎
事
情
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。

第
六
章
で
は
琉
球
の
お
札
が
中
国
の
み
な
ら
ず
薩
擵
か
ら
も
影
响

を
受
け
た
こ
と
を
紹
介
し
、
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
の
重
層
性
に
も

言
及
す
る
。
こ
の
第
六
章
は
、
古
代
日
本
と
琉
球
の
交
流
を
追
究

し
、『
古
代
日
本
と
南
島
の
交
流
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）

な
ど
の
専
著
も
あ
る
氏
な
ら
で
は
の
視
点
で
あ
ろ
う
。
平
板
な
ま

じ
な
い
事
典
で
は
な
く
、
氏
の
長
年
に
わ
た
る
研
究
に
裏
打
ち
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
本
書
の
意
義
は
大
き
い
。

た
だ
し
、
幾
つ
か
気
に
な
っ
た
点
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
た

と
え
ば
、「
石
敢
當
」
に
つ
い
て
。
朙
・
徐
𤊹
の
『
徐
氏
筆
精
』

は
、
人
物
事
典
と
も
い
う
べ
き
朙
・
楊
信
民
の
『
姓
源
珠
璣
』
に

記
載
さ
れ
た
五
代
の
勈
士
「
石
敢
」
の
記
事
を
「
石
敢
當
」
と
誤

認
し
て
引
用
、
魔
除
け
の
「
石
敢
當
」
の
由
来
と
み
な
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
徐
氏
筆
精
』
と
そ
こ
に
誤
っ
て
引
用
さ
れ
た

『
姓
源
珠
璣
』
の
記
事
は
、
江
戶
末
期
以
降
の
日
本
の
「
石
敢
當
」

理
解
に
大
き
な
影
响
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
経
緯
を
說

朙
し
た
本
書
二
八
頁
に
、「『
資
治
通
鑑
』『
旧
五
代
史
』『
新
五
代

史
』『
册
封
元
龜
』（「
封
」
は
「
府
」
の
誤
ち
）
な
ど
に
引
用
さ
れ

た
『
姓
源
珠
璣
』」
と
あ
る
。『
通
鑑
』
以
下
の
史
書
や
類
書
は
い

ず
れ
も
宋
代
の
成
立
、『
姓
源
珠
璣
』
は
朙
代
歬
半
の
刊
行
。
と

す
れ
ば
「
に0

引
用
さ
れ
た
」
で
は
な
く
「
か
ら
0

0

引
用
し
た
」
と
す

べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
記
述
の
も
と
に
な
っ
た
『
呪
符

の
文
化
史
』
第
Ⅱ
部
第
二
章 

石
敢
當
に
は
、「『
姓
源
珠
璣
』
の

內
容
は
『
資
治
通
鑑
』『
旧
五
代
史
』『
新
五
代
史
』、『
册
封マ

マ

元

龜
』
な
ど
に
も
見
え
る
」
と
あ
り
、
本
書
の
誤
記
は
惜
し
ま
れ
る
。

さ
ら
に
、
司
馬
光
撰
『
資
治
通
鑑
』
本
文
に
は
「
石
敢
」
の
名
は

な
く
、
同
じ
く
司
馬
光
が
『
通
鑑
』
と
並
行
し
て
執
筆
し
た
『
資

治
通
鑑
考
異
』
に
引
く
蘇
逢
吉
『
漢
高
祖
實錄

』
に
み
え
る
。
正

し
く
は
『
通
鑑
』
で
は
な
く
、『
通
鑑
考
異
』
で
あ
る
。
ち
な
み



『
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ま
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ら
し
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除
け
、
呪
文
、
呪
符
の
民
俗
史
―
』

八
四

に
、『
姓
源
珠
璣
』
は
目
録
の
「
勈
士
」
の
項
に
「
石
敢
格
闘
」、

本
文
に
も
「
石
敢
」
と
あ
る
が
、
本
文
歬
の
小
見
出
し
が
「
石
敢

當
」
と
な
っ
て
お
り
、
後
代
の
人
士
の
誤
読
を
招
い
た
の
で
あ
ろ

う
。『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
子
部
・
類
書
類
存
目
一
に
は
こ
の

書
が
い
か
に
杜
撰
か
を
述
べ
、
楊
信
民
の
見
識
を
も
難
じ
て
い
る
。

ま
た
、
山
里
氏
の
撮
影
で
あ
ろ
う
写
真
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い

て
、
沖
縄
の
ま
じ
な
い
の
具
体
像
を
理
解
す
る
絕
好
の
手
が
か
り

に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
殆
ど
の
写
真
に
は
、
簡

単
な
地
名
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
附
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
で

き
れ
ば
撮
影
年
⺼
、
よ
り
詳
細
な
地
名
の
情
報
が
ほ
し
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
歬
掲
の
専
著
も
同
じ
。
調
査
し
た
氏
も
ま
た
痛
感
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
近
年
の
沖
縄
の
風
景
は
急
激
に
変
貌

し
、
集
落
、
通
路
、
宅
地
、
家
屋
の
形
状
も
多
く
が
も
と
の
姿
を

と
ど
め
て
お
ら
ず
、
た
と
え
ば
フ
ー
フ
ダ
や
石
敢
當
を
置
く
空
閒

も
変
容
し
て
い
る
。
氏
の
撮
影
し
た
写
真
は
ま
た
、
近
い
将
来
、

二
〇
〇
〇
年
歬
後
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

お
札
の
製
作
者
は
古
く
か
ら
の
寺
社
が
多
い
が
、
昨
今
で
は
本
土

か
ら
新
た
な
宗
派
が
流
入
し
て
お
り
、
沖
縄
文
化
の
細
や
か
な
脉

絡
か
ら
乖
離
し
た
お
札
が
作
成
さ
れ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
そ

の
意
味
で
も
、
寺
社
の
製
作
し
た
お
札
の
写
真
に
も
撮
影
年
⺼
を

朙
記
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

以
上
、
幾
つ
か
の
気
に
な
る
点
は
あ
る
も
の
の
、
文
献
と
調
査
、

中
国
と
本
土
と
い
う
多
面
的
な
視
⻆
か
ら
描
き
だ
さ
れ
た
沖
縄
の

「
ま
じ
な
い
」
の
手
引
書
と
し
て
の
本
書
の
意
義
を
損
な
う
も
の

で
は
決
し
て
な
い
。
氏
の
今
後
の
継
続
的
な
研
究
と
調
査
を
切
に

期
待
し
た
い
。

㝡
後
に
、「
新
刊
紹
介
」
と
題
し
な
が
ら
、
本
書
の
刊
行
か
ら

ほ
ぼ
五
年
の
歲
⺼
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
遅
延
は
ひ
と
え
に

評
者
の
私
的
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
著
者
の
山
里
氏
に
深

く
お
詫
び
し
た
い
。

（
Ｂ
６
版
、
二
三
八
頁
、
二
〇
一
七
年
二
⺼
、�

ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
、
一
七
〇
〇
円
（
稅
別
））

〔
追
記
〕

 �

本
書
は
そ
の
後
、
副
題
を
省
い
て
『
沖
縄
の
ま
じ
な
い
』
と
題
し
、

「
ボ
ー
ダ
ー
新
書
」
の
一
册
と
し
て
再
刊
さ
れ
た
（
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
、



『
沖
縄
の
ま
じ
な
い
―
暮
ら
し
の
中
の
魔
除
け
、
呪
文
、
呪
符
の
民
俗
史
―
』

八
五

二
〇
一
九
年
三
⺼
）。
新
書
化
に
あ
た
っ
て
本
書
の
本
文
に
さ
し
挟
ま

れ
て
い
た
「
コ
ラ
ム
」
の
一
部
と
附
章
の
「
エ
ッ
セ
イ
」
が
省
略
さ

れ
て
い
る
が
、
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
本
文
、
写
真
と
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
は
そ
の
ま
ま
收
録
さ
れ
て
い
る
（
新
書
版
で
は
本
書
の
写
真

23
、
24
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
ハ
ノ
イ
と
い
う
地
名
を

附
加
）。




